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サプライチェーンをマネジメントする上で、下請け企業の選別は重要な要素です。

というのも、下請け企業がなにか問題をおこすと、社会的には下請け企業ではなく、
発注した大手企業に責任を問う風潮があることは否めません。特にマスコミは下請け
企業の報道より、大手企業が引き起こした不祥事として報道する傾向が強くありま
す。

ベネッセ事件や秋葉原でおきた派遣社員による無差別殺傷事件など、多くの事件
や事故が、名前の通った大手企業の責任として世の中には伝わってしまいます。

このことからもご理解いただける様に、もはや下請け企業の管理は大手企業が負う
べき責任のひとつであること考えられます。

私どもでは、大手企業から下請け企業への要求を明確化、それを下請け企業が遵
守しているか否かを監査する仕組みを、ISOグループ認証（団体認証）としてご
提案させていただいております。

ご提案の概要
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グループ認証（団体認証）とは

• グループ認証（団体認証）とは、そのフレームワークが発注側の基準（ISO規格要求など）に適合し

ていることを証明するため、下請け企業の状況を定期的に監査、監視する仕組みを認証したものです。

• 認証の規格は情報セキュリティ（ISO27001）や製品品質やサービス品質（9001）など、ISO基

準だけでも良いですし、発注組織としての基準を追加しても良いです。

• グループ認証（団体認証）の認証プロセスは、例えば大企業グループ（大規模な組織）の認証のサ

ンプリング審査による認証と同じと考えてください。複雑な部門構成に中には、傘下の企業を機能組織

として認証範囲に含むことも有り、考え方は良く似ています。

• 団体が一つの組織としてマネジメントプロセスを共有していること。団体ならではの共通のIssueとリスク

／機会に関する統制が必要です。即ちサプライチェーンマネジメントを最適化するのが最大の特徴です。

• グループ認証（団体認証）は正式な国際的に通用するJAS-ANZが認定した通常の認証プロセスで

す。適合性の認証に対する社会的信頼性は、JABやJIPDECと同格以上です。

認証（JAS-ANZの認定）
グループ認証
（団体認証）

団体支援 サプライチェーンマネジメント－ベースラインの構築
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グループ認証（団体認証）とは

認証対象の組織は、Issue、リスクが共通した組織の集合体である団体だから
可能

ソフトウェア団体

携帯電話ショップ組合

工業団地組合
 サプライチェーンを統制し、運営する組織を
設立

 業界共通のIssue、リスクを特定
 共通の方針、目標を会員組織に展開
 内部監査を支援
 マネジメントシステムのエスカレーション情報
の一元管理

 会員組織がベースラインを構築
 一つの組織で構築するのと比べようが
ないくらい会員組織の運営は容易
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認証に掛かる費用

組織が個別に認証取得した場合（20名の組織と仮定）

コンサルティング費用 ：150万円

認証費用 （初回審査7人日）：100万~150万
（ISO27006標準工数から算出）
昨今第三者費用は値引き競争の中に在り、70万とする。

認証諸費用 ：10万
合計金額＝250万円

グループ認証（団体認証）にした場合

約30社の団体での会員1社の負担額（会費等）年間約24万円

 更に、役に立たないマネジメントシステムがビジネスの阻害要因になってしまうケースも多く、
その負担は個別認証の金額的負担以上に甚大です。サプライチェーンマネジメントの導入
は、ビジネスの阻害要因を減らし、事業機会をより活発化させるための互助会の役割を果
たすものであり、その効果が一番の導入価値です。
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ISO対象範囲
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認証登録証イメージ
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www.j-ms.biz

Japan Managent System


